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姫路・西播支部 第 34 回総会記念講演  

医院の閉院・継承・相続の手続き 

医療機関の継承や閉院は、開業医がいつかは直面

する問題です。継承・閉院には十分な準備が必要で

あり、個人か法人か、継承先は親族なのか第三者な

のかによって考えておく点も異なります。 

今回は、税理士の田中先生を招き、医院継承や閉

院についての、税務をはじめとした手続きにおける

留意点のほか、将来の相続対策も見越した長期的な

視点にたった継承対策についてお話しいただきま

す。 

 いま継承・閉院を考えておられる先生はもちろ

ん、前もって心構えをしておきたいという先生や事

務職員の方、ご家族の方も、この機会にぜひご参加

ください。 

返信ＦＡＸ ０７８－３９３－１８２０ 

切り取らずにそのままご返信ください 

第 34 回総会議事 

（14:00 ～ 14:45） 

↓どちらかに○をお付けください 

出席 ・ 欠席 

□議事の一切を議長に委任します 

記念講演「医院の閉院・継承・相続の手続

き」（15:00 ～ 17:00） 

出席 ・ 欠席 

懇親会（参加費無料） 

（17:15 ～ 19:00・会場付近で予定） 

出席 ・ 欠席 

市町 市・町 医療機関名  

氏名  電話番号  

お問い合わせ先 TEL：078-393-1807（事務局 山川、平田）まで 

日 時 8 月 31 日(土) 15 時～17 時 

会 場 じばさんびる 502（JR 姫路駅すぐ） 

講 師 田中雄司税理士事務所 税理士 田中 雄司 先生 

参加費 無料 

対 象 院長・事務長・院長夫人など どなたでも歓迎です 

会場地図 

じばさんびる502 

 

（姫路・西はりま地場産業センター） 

〒670-0962 兵庫県姫路市南駅前町 123 番 

☎  079-282-1991 
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協会 福祉医療調査 2019 

宍粟市、市川町、福崎町で「高 3 まで助成」 
 

協会が、毎年実施している福祉医療制度調査で「こども医療費助成」について、2019年度

より中学３年生を超えて高校３年生まで助成する市町が西播で 1 市 2 町増え、県下で 10 市

町となったことが明らかになった。 

 

福祉医療制度は、地方自治体が住民の健

康保持・増進のため、子どもや母子家庭、重度

障害者、高齢者など社会的、経済的に弱い立

場にある患者の医療費窓口負担を独自に軽減

するもので、兵庫県の制度と、市町の制度があ

る。兵庫県の制度は全県共通で利用でき、そ

の上乗せとして各市町の制度が利用できる。 

 

子ども医療費助成制度 広がる高３まで無料 

 

乳幼児・こども医療費助成制度について、通

院・入院とも受診時窓口負担を「中3まで無料」

としている市町は 41市町中 36市町（県下自治

体の 88％）と前年度と変わらなかったが、西播

の宍粟市、市川町、福崎町でこれまでの中学３

年生までとされていた年齢制限が高校３年生ま

で拡大された。宍粟市では、入院・通院とも無

料となった（表・図）。 

母子家庭・重度障害者でも宍粟市で制度拡充 

 

「母子家庭等・一人親世帯医療費助成制度」

では、新たに宍粟市が 18 歳以下の児童につ

いて入院・通院ともに無料となった。 

重度障害者医療費助成制度では、兵庫県

は、70～74 歳の高齢重度障害者について、こ

れまでの償還払い制度を、今年度から現物給

付とし、医療を受けやすくした。 

次ページに続く 

Ｎｏ.252 2019 年 8 月 5日 

表 18 歳まで医療費助成を実施する自治体 



2019 年 8 月 5 日（毎月 3 回 5・15・25 日発行）兵庫保険医新聞（昭和 43 年 6 月 12 日第三種郵便物認可） 号外 年間購読料 12,000 円 

 

前ページからの続き 

宍粟市は、同制度で18歳以下の場合は、入

院・通院ともに窓口負担を無料とした。 

 

住民の声で広がる医療費助成 

 

西播における今回の福祉医療の拡充は、協

会も参加する兵庫県社会保障推進協議会、支

部が参加する西播社会保障推進協議会が各

自治体と毎年懇談を行ってきたことなど、地域

住民の運動などの成果である。 

  兵庫県では、70 年代以降、福祉医療の拡充

が進んだが、井戸県政下でマル老廃止などの

制度改悪や福祉医療予算の縮小が行われて

いる。県の動向に対して、市町が一定の歯止

めをかけ、福祉医療を高校３年生世代にまで

対象を拡充させていることは、地方自治、住民

自治の成果である。 

  しかし、県下でも三田市が昨年こども医療費

助成に所得制限を設けるなど、一部の自治体

での制度の縮小には注意が必要である。協会

と支部は、今後もお金の心配なく医療にかかれ

る社会の実現を求め、福祉医療の拡充を求め

る運動を展開していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 西播地域のこども医療費助成制度の実施状況 

月刊保団連９月号とともにお届けします！ 

「兵庫県下の 子ども医療費助成と福祉医療 2019」 

会員の先生には、協会の福祉医療調

査をまとめたポスターとパンフレット「兵庫

県下の子ども医療費助成と福祉医療

2019」を月刊保団連 9 月号に同封しお届

けします。無料で追加注文も受け付けま

すので、ぜひ医療機関の窓口でご利用く

ださい。 

 

ご注文・お問い合わせは☎078-393-

1807 まで 
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姫路・西播支部で支部幹事を務めていただいている小松盛樹先生（姫路市・小松歯科クリ

ニック）が６月 16 日に開催された兵庫県保険医協会第 51 回総会で、歯科部会の推薦を受

け、新たに理事に承認されました。先生からのご挨拶を掲載します。 

 

「協会と地域の先生との橋渡しに」 

協会理事 小松 盛樹  先生 

（姫路市 小松歯科クリニック院長） 
 

第 51 回総会に

おきまして、理事

に就任いたしまし

た、姫路市で歯科

クリニックを開設しております小松と申します。 

役員の先生方また事務局の皆様には、大変

お世話になっております。医療をはじめ社会保

障、政治、経済など多方面にわたります活動に

頭が下がる思いです。 

保険医協会入会は、税務対策や医歯薬の

つながり、また各講習会をはじめとします恒例

の日常診療経験交流会での救急フェスタ「心

肺蘇生法 BLS 実習」がきっかけですが、何より

も２年毎の診療報酬改定時の要点と解説の資

料は、とても迅速かつ分かりやすく感謝してお

ります。 

歯科部会では、副理事長の足立先生、加藤

先生、川西先生、川村先生をはじめとする先生

方に大変お世話になっており、姫路・西播地域

での活動にと、お声かけをいただきました。今

年に入りましては姫路赤十字病院歯科口腔外

科部長の藤原先生に「歯科診断力」若手歯科

医師のためのスキルアップセミナーと題し協会

との連携もとれ有意義な会となりました。このよ

うに少しでも橋渡しになればと思っております。 

浅学非才な私が理事という役職には不肖で

はないかと悩んだり、なかなか出席できておら

ず申し訳ない次第でございますが、微力ながら

お引き受けさせていただくこととなりました。 

これからも会員の先生皆さま、何卒よろしく

お願い申し上げます。

 

お申し込み・お問い合わせは☎078-393-1840 まで 


